
今回の
取材先

老舗自家焙煎店が
事業承継を機に新装！
レストランを核に新しい顧客層の開拓へ！

公的補助金＋
仙台市地域産業応援金

補助金
活用術

事業に役立つ!!

29活用
事例集

　コーヒー＆ベーカリー「värm（バーム）」は親子2世代それぞれの
キャリアを活かし、コーヒーの自家焙煎とベーカリー、レストランの複合形
態として2022年10月にオープンしました。この店舗を経営する株式会社
カリブコーヒー・代表の阿久津光さんに補助金活用のポイントを伺いました。

事業承継・引継ぎ補助金
補助額：最大600万円（通常枠）

　事業承継を契機とする新たな
取り組みや、事業再編、事業統合
に伴う経営資源の引継ぎを行う
中小企業等を支援する補助金です。事業承
継・引継ぎ補助金の交付決定を受けた場
合、仙台市から地域産業応援金が支給され
ます（10～75万円）。

活用した補助金

事業者情報
värm (株式会社カリブコーヒー)
宮城県仙台市青葉区木町17-15 Uzenビル
TEL: 022-219-3118
WEB: https://varm2022.com

事業者HP

株式会社カリブコーヒー
代表  阿久津光さん

父が築いてきた専門店を、補助金
を活用し思い切った業態転換して
受け継ぐことができました。

阿久津さんの
より詳しい
インタビューは
こちらから！

QR

左：前代表（現会長） 父・眞孝さん　右：現代表 光さん左：前代表（現会長） 父・眞孝さん　右：現代表 光さん



事業承継の問題は複雑な
場合も多く、お客様の状況
に合わせて、商工会議所が
伴走し、専門家らチームで
対応いたします。

　コーヒーと相性の良いベーカリーを併設すること
で、幅広い層の方々の来店を期待できます。また、
ベーカリーは、レストラン併設だからこそのクオリ
ティーを追求しています。薪焼きした羊のロースの部
分を具材に使うなど、コース料理の一皿レベルのも
のを提供したいと思っています。（光さん）

幅広い層の来店を期待できる店舗へ

支援事業者情報

認定経営革新等支援機関

　仙台商工会議所では、創業から
事業承継まで会員企業の事業継
続と発展をライフサイクルに応じ
てサポートいたします。経営課題の
解決や販路拡大・PR、人材確保・
育成・定着や福利厚生の充実に商
工会議所事業をご活用ください。

仙台市中小企業応援窓口に
ご相談ください

　仙台市では各種補助金の紹介・申
請書類の作成支援などを行っていま
す。中小企業診断士、社会保険労務
士、税理士などの専門家が無料で相談
に応じますので是非ご利用ください。
仙台市中小企業応援窓口
 ［運営］（公財）仙台市産業振興事業団
Tel: 022-724-1122（平日9-17時）
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ブランディング実現と集客アップ＆客層の広がり
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　自家焙煎の専門店「カリブコーヒー（旧店舗）」として、26年間営業してきましたが、私もお
客様も高齢となり、豆の販売だけで続けていくのは難しく、廃業も検討しました。今の業態のま
ま息子に事業承継をすると、フランスや東京のレストランで修業した息子のキャリアが活かせ
ないことも悩みでした。（父・眞孝さん）

　事業承継にあたり、新しい店舗のイメージが自分と父とで大きく異
なっていましたが、最終的には自分の意見を尊重してくれて、コー
ヒー、ベーカリー、薪焼きレストランの複合型店舗としました。気軽に
パンを買いにくる日常使い、本格レストランで特別な日を祝う、どち
らの利用も可能です。（光さん）

顧客の高齢化によって一時は廃業も検討

事業承継を機に、強みを活かし新分野進出

以前の店舗の良さを踏襲しながら新たな魅力を開拓　

　レストランでは、薪焼きという他ではなかなか味わ
えない食を体験いただけるのが特徴です。既存のお
客様がいるからこそ、思い切って新しいことに挑戦
することができましたし、実際に、昔からコーヒー豆を
買いに来ているお客様もレストランを利用してくれ
ています。父が築いてきた歴史に感謝しながら、国
内トップレベルのレストランで学んだ経験を活かし、
新たに発展させていきたいです。（光さん）

　コーヒー豆販売の既存事業でも、お子様連れの若い世代の
来店客数も増え、売上が20%以上アップしました。今まであまり
需要がなかったデカフェ※の売れ行きが伸びるなど、売れ筋商
品の傾向も変化しています。（父・眞孝さん）

相乗効果で既存事業も売上増加
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効果

※デカフェ……カフェインレスのコーヒー

今回の場合、さらに仙台市より
地域産業応援金500,000円が

別途支給されます！

仙台市
地域産業
応援金

　仙台市では事業承継・引継ぎ補
助金などの交付決定を受けた方
に、別途、交付決定額に応じた金
額を支給します。

事業費（設備費） 25,000,000円

廃業費（原状回復費） 750,000円

事業費合計 25,750,000円

［内訳］

自費 19,250,000円

約

約

約

約
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国補助金 6,500,000円

応援!!


